第２２章  災害・事故　　　465
464      第２２章  災害・事故

第２２章      災害・事故

交通事故
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死傷者数


発生件数、死者数、負傷者数はいずれも減少
平成25年の府内の交通事故発生件数は、４万6,110件(前年比4.4％減)、死者数は179人(同1.6％減)、負傷者数は５万5,363人(同4.2％減)となっており、いずれも前年より減少しています。
また、死者数については交通事故統計史上最少となるとともに、事故件数及び負傷者数は９年連続で減少しています。
  なお、全国の交通事故発生件数は、62万9,021件(同5.4％減)で、都道府県別では、愛知県の４万8,949件(全国に占める割合は7.8％)が最も多く、次いで大阪府の４万6,110件(同7.3％)、福岡県の４万3,678件(同6.9％)の順となっています。
[image: image2.emf]0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成

15

16 17 18 19 20 21 22 23

24

年

全壊・半壊

床上浸水

床下浸水

[image: image3.emf](棟)

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

死者 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3 0

行方不明者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重傷者 1 11 0 0 0 0 0 0 0 1 1

軽傷者 3 55 2 0 0 0 4 0 4 52 5

全壊 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

半壊 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1

一部破損 7 156 0 0 0 0 26 2 1 10 17

床上浸水 24 216 0 91 14 348 0 14 98 3,148 129

床下浸水 837 2,180 3 253 177 3,783 16 151 1,701 21,726 2,880
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交通事故全体の件数が減少するなか、自転車関連の事故件数も減少傾向にあり、平成25年の事故件数は、１万4,571件で前年より1,131件減少(前年比7.2％減)しています。しかし、自転車事故のうち対歩行者事故件数は276件(同1.8％増)で近年増加傾向にあり、この10年間で約２倍に増加しています。
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火災

発生件数は増加　死傷者数は減少
  平成25年の府内の火災件数は2,842件で、これ

はおおよそ１日あたり８件、３時間ごとに１件の火

災が発生したことになります。火災件数は前年より
1.1％増加しましたが、死傷者数は569人で前年よ
り14.3％の減少となりました。
  発火源別では、たばこやマッチなどそれ自身が発
火する「火種」によるものが1,243件(火災件数全
体の43.7％)と最も多く、次に「電気による発熱体」
が482件(同17.0％)、「ガス・油類を燃料とする道
具装置」が478件(同16.8％)となっています。
火元用途別では、建物火災は1,834件(前年比
0.4％減)となっており、その内訳は、「共同住宅」
が490件(建物火災の26.7％)と最も多く、次いで
「一般住宅」が489件(同26.7％)となっており、
住宅だけで建物火災全体の半数以上を占めています。

  
自然災害による被害


平成25年の府内の自然災害による被害状況は、人的被害が６人(死者０人、行方不明者０人、重傷者１人、軽傷者５人)、住家被害が3,029棟(全壊２棟、半壊１棟、一部破損17棟、床上浸水129棟、床下浸水2,880棟)となりました。府内で発生した災害のうち、特に、淡路島地震(４月)や台風18号による豪雨(９月)では、負傷者や多くの住家被害が発生する等、大きな被害がでました。




労働災害

死傷者数は前年より減少
  平成25年の府内の労働災害による死傷者数(休業４日以上のもの)は、8,014人で前年より4.2％減少しています。
産業別では、製造業での死傷者が1,900人(全産業に占める割合は23.7％)と最も多く、次に商業が1,211人(同15.1％) 、陸上貨物運送業が1,169人(同14.6％)の順となっています。
製造業の中では、鉄鋼・金属製品製造業が662人と大きな割合を占めています。
交通事故発生件数等の推移





[表22-9参照]





自転車事故及び対歩行者の事故件数の推移





法令違反別構成比





[表22-9参照]





火災件数及び死傷者数の推移





[表22-5参照]





自然災害による人的被害、住家被害状況の推移





[資料：大阪管区気象台、表22-11参照]









